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平成２１年度 安威川ダムからの利水（水道）撤退平成２１年度 安威川ダムからの利水（水道）撤退

今回の審議について

平成２１年度 建設事業評価委員会平成２１年度 建設事業評価委員会

・目的の変更
・規模の確定

平成２０年度 財政再建プログラム（案）
「ダムとしての事業継続妥当。Ｈ２１本体着工見送り」

平成２０年度 財政再建プログラム（案）
「ダムとしての事業継続妥当。Ｈ２１本体着工見送り」



財政再建プログラム（Ｈ20）における議論

○ダムとしての事業継続は妥当と判断。

府・戦略本部会議における議論

○水需要予測の見直しにより、安威川ダムから利水撤退

○安威川ダムは治水ダムとして継続する
○地元との約束と府民全体の利益とのバランスを踏まえ

ダム規模を検討
①ダム規模を現状維持(７６．５ｍ)
②ダム規模を縮小 (７５．０ｍ)

安威川ダム事業の進め方





人口、資産が集中



安威川ダム計画諸元

【目的】
・洪水調節
・河川環境保全等の流量確保
・水道用水の確保（←今回、撤退）
【型式】
・中央コア型ロックフィルダム

不特定利水容量
１４０万㎥

洪水調節容量
１，４００万㎥

堆砂容量
１６０万㎥

ダム高76.5m

新規開発容量
（水道）
１００万㎥



生保代替宅地・農地

車作代替宅地

車作代替農地

桑原代替宅地

大門寺代替宅地

１号トンネル

２号トンネル

１号橋梁

２号橋梁

４号橋梁

５号橋梁

左岸道路

安威川

ダム本体

コア材

採取予定地

湖面道路

①車作

④大門寺

②大岩

⑤桑原

⑥安威
⑦奈佐原

付替道路　Ｌ＝５．４km

③生保

大岩

残土処分地

３号橋梁

桑原

残土処分地

（基盤整備の凡例）

（施工済）

（施工中及び今年度から着手予定)

用地買収 ： 約141ha/約142ha （進捗99%）
各地区代替宅地 ： 付替道路沿いに全戸移転完了済み
付替道路工事 ： H22年度上半期に全区間供用開始予定

現在ほぼ全区間で施工中(進捗83%)
圃場整備事業 ： 桑原地区は上面整備中（一部営農開始）

大岩地区は残土受入準備工事中
ダムの設計 ： 本体実施設計・施工計画作成完了

事業費執行状況（H20年度末時点）
約７７５億円／約１３７０億円
（※H21年度 府当初予算７５億円）

進捗状況



現計画 ダム高76.5m

不特定利水容量
１４０万㎥

洪水調節容量
１，４００万㎥

堆砂容量
１６０万㎥

新規開発容量
（水道）
１００万㎥

①現状維持案 ②縮小案
ダム高76.5m

不特定利水容量
１４０万㎥

洪水調節容量
１，４００万㎥

堆砂容量
１６０万㎥

ダム高75.0m

1.5m下がり

不特定利水容量
１４０万㎥

洪水調節容量
１，４００万㎥

堆砂容量
１６０万㎥

撤退の方針

ダム計画の変更と比較案について

有効利用容量
１００万㎥

76
.5
ｍ

75
.0
ｍ

1.5ｍ



ダム諸元の比較



費用の比較について



ダム縮小による工事数量変化



工事数量の比較

※現時点での試算による。



工事費の比較



縮小案における修正設計に要する期間

※現時点での試算による。



計画変更期間に要する費用

※現時点での試算による。



費用比較

※現時点での試算による。



両案について比較すべき項目

•治水事業への影響
•不特定利水計画への影響
•自然環境への影響
•府民への影響

審議の論点
○目的変更に伴うダム事業の妥当性
○ダム規模の比較

【比較項目】
・事業費
・スケジュール
・自然環境保全対策
・水道容量の活用
・メリットとデメリット
・
・



水需要の予測フロー

1人1日当たり使用水量給水人口 業務営業用水・工場その他用水

H21年3月政策企画部公表
データに基づき推計
上位 ５９７．６万人
中位 ５９６．１万人
下位 ５８４．４万人

使用目的別分析により推計

２４９．８ℓ /人・日

生活用水 業務営業用水等

目標年度：平成32年度

大阪府営水道の供給水量

市町村の自己水量

各市町村への聞き取り
調査等より推計

有収率・負荷率

実績値を基に推計

予測が必要な項目

幅をもった将来予測

〈生活用水〉
上位 １４９.３万㎥/日
中位 １４８.９万㎥/日
下位 １４６.０万㎥/日

〈業務営業用水等〉
２５万㎥/日

給水区域全体
（大阪市を除く府域全体）
一日平均有収水量
上位 174.7万㎥/日
中位 174.3万㎥/日
下位 171.4万㎥/日

実績の動向を基に推計
◇業務営業用水 ２０万㎥/日
◇工場その他用水 ５万㎥/日

給水区域全体
（大阪市を除く府域全体）

の需要水量
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府営水道の将来水需要の推計結果
（１日最大・平均給水量）

H32年

173
(H20)

170
(H19)

H32年 １日平均給水量

131141149

下位中位上位

H32年 １日最大給水量

149160168

下位中位上位



必要な水源確保量の検討（結果）

府営水道では、前回予測の平成16年度より
水源確保量については、利水安全度*を考慮

149万m３/日 ÷ 0.80 (※) ＝ 187万m３ /日

※０．８０：平成２１年４月１７日閣議決定「淀川水系における水資源開発基本計画」の安定供給可能量より

必要な水源量 ： 日量１８７万ｍ3

＊利水安全度：ダム計画時点で確保できると見込まれていた利水容量に対し、近年の少雨化傾向の

影響で１０年に１回程度の渇水時に確保できる利水容量の割合（国土交通省が算定し公表）

近年の少雨化傾向により、渇水時における既設ダムからの用水補給能力が低下

（方針）
１０年に１回程度の渇水時にも一日平均給水量
は供給可能となるよう必要な水源量を確保

（今回）

一日平均給水量
【H32年上位値】 利水安全度

参考資料



前々回
（H13年3月～）

安威川ダム ７

紀の川利水 １３

丹生ダム[20]
大戸川ダム[3] ２３

水源計画の見直し

既 得 ２１０

計 ２５３万㎥/日

２５３万㎥/日

１日最大給水量（H22予測値）

水

源

計

画

水
需
要
予
測

前 回
（H17年8月～）

既 得 ２２２

計 ２３１万㎥/日

７府工水 転用

大戸川ダム大戸川ダム大戸川ダム[[[000]]]
丹生ダム丹生ダム丹生ダム[0][0][0]

０００

２１６万㎥/日

１日最大給水量（H27予測値）

（利水安全度考慮後）

紀の川大堰

安威川ダム １

１

今 回

既 得 ２２２

計 １８７万㎥/日

１６８万㎥/日

１日最大給水量（H32予測値）

（利水安全度考慮後）

必要

水源量

［２５３］

［２３１］

［１８７］

紀の川大堰

安威川ダム ０

０

府工水 転用 ０


